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れていた。 (p < 0.05 ) 
〔総括〕
①胆嚢内結石症の超音波同時断層法による胆嚢像は Cystic pattern と Solid pat旬rn に分類され
る。
②胆嚢内結石の超音波同時断層像は胆石と胆嚢壁のエコー強度が白黒濃淡階調(グレースケール)
で表示され，両者の鑑別が出来る。
③胆嚢内結石の超音波同時断層像はコンピユータによる画像処理をすれば，胆石症の診断に有用でφ
ある。
④胆石の成分(ゴレステリン，ピリルピン，カルシウム)が胆石エコー強度に関与した。
⑤胆石の大きさ，表面の性状及び形態が，臨床症例では困難で、あったが，実験的には関与していた。
⑥超音波同時断層法による胆嚢内病変の診断は排池性胆道造影より優れていた。
⑥超音波同時断層法による胆嚢内結石症の診断率は97%に向上した。
? ?qδ 
論文の審査結果の要旨
超音波同時断層法は一団の走査で一枚の画像に種々の反射エコー強度を表示することが出来る。
本法を応用し胆石症の診断を試みた。胆石および胆石周囲の肝臓，胆嚢壁等の軟部組織のエコー強度
が定量され，また超音波同時断層像をコンピュータ応用による画像処理することにより，胆石の描写
が明瞭となり診断率が97%に向上した。さらに実験的に胆石エコー強度を分析し，エコー強度が胆石
の成分に起因することを立証した。本論文は超音法同時断層法が胆石症の noninvasive な診断法と
して，臨床上極めて価値あることを実証したものである。
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